
【 所轄地区:庄和地区】

庄和地区公民館・ 庄和南公民館

◇運営の基本方針
地域住民の学習意欲を醸成するための学習機会を提供し、充実した人生を築く ための生

涯学習拠点となるよう環境を整える。また、庄和地区の連帯意識を高め、地域コミュニテ

ィづく りを進める。

◇重点施策
１ 世代間交流と地域の連帯感を育む。

２ 地域住民参画による自主的・ 自発的な事業活動を支援する。

３ 各種団体、地域住民との協働による事業の展開を図る。

◇重点事業
１ 庄和地区市民大学 ２ 公民館まつり

３ 庄和地区体育祭 ４ 正風館音楽祭

庄和地区公民館

所在地 〒344-0116 春日部市大衾３０７番地１

Ｔ ＥＬ ０４８－７４６－６６６６

Ｆ ＡＸ ０４８－７４６－６６６９

Ｅ-mai l sei fukan@ci ty. kasukabe. l g. j p

庄和南公民館

所在地 〒344-0124 春日部市米崎３５７番地

Ｔ ＥＬ ０４８－７４５－３０００

Ｆ ＡＸ ０４８－７４５－３００２

Ｅ-mai l s-nankou@ci ty. kasukabe. l g. j p

職 員 館 長（ 兼務） 芳 池 修

主 査（ 兼務） 長谷川 崇

主 任（ 兼務） 山 﨑 孝 一

主 任（ 兼務） 吉 田 英 明

主 事（ 兼務） 高 島 美 香（ 社会教育主事）

主 事（ 兼務） 佐 藤 拓 実（ 危険物取扱者）

フルタイム（ 兼務） 落 合 珠 美

フルタイム (兼務） 山 口 智恵子

フルタイム（ 兼務） 前 島 浩 子

庄

和



事 業 名
テ ー マ

定員
１９・２０期生
３０名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目標
No

4・11・17

会 場

1月下旬～ 広報
2月13日～ 入学受付
5月7日 開講式

女
回 数 総時間数 計

5月7日（金） 13：00～15：00 開講式・オリエンテーション 説明 15 29
5月14日（金） 13：30～15：30 教育学科教養講座 講義 16 30
5月21日（金） 13：30～15：30 社会学科地方自治講座 講義 13 27
5月28日（金） 13：30～15：30 社会学科郷土史講座 講義 15 29
6月4日（金） 13：30～15：30 科学学科生理学講座 講義 15 29
6月11日（金） 13：30～15：30 健康学科健康一般講座 講義 16 29
6月18日（金）  8：00～10：00 生活学科ボランティア講座 体験 14 23
6月25日（金） 14：00～16：00 健康学科健康一般講座 講義 14 28
7月2日（金） 13：30～15：30 生活学科防災講座 講義 14 28
7月9日（金） 13：30～15：30 教育学科ディベート講座 １ 講義 15 29
7月16日（金） 13：30～15：30 教育学科ディベート講座 ２ 講義 14 28
7月23日（金） 13：30～15：30 教育学科ディベート講座 ３ 講義 14 28
7月30日（金） 13：30～15：30 教育学科ディベート講座 ４ 討論 14 27
9月10日（金） 13：30～15：30 教育学科教養講座 講義 15 28
9月17日（金） 13：30～15：30 健康学科スポーツ一般講座 体験 14 27
9月24日（金） 13：30～15：30 教育学科教養講座 講義 16 30
10月1日（金） 13：30～15：30 環境学科水環境講座 講義 14 26
10月15日（金） 13：30～15：30 教育学科教養講座 講義 14 27
10月22日（金） 13：30～15：30 ―生活学科コミュニケ ション講座 体験 14 24
10月29日（金） 13：30～15：30 生活学科生活改善講座 講義 13 24
11月5日（金） 13：30～15：30 芸術学科美術鑑賞講座 鑑賞 14 26
11月12日（金） 13：30～15：30 生活学科ボランティア講座 講義 13 26
11月19日（金） 13：30～15：30 芸術学科音楽鑑賞講座 鑑賞 14 26
11月26日（金） 13：30～15：30 生活学科料理・栄養講座 体験 14 27
12月3日（金） 13：30～15：30 教育学科教養講座 講義 15 27
12月10日（金） 13：30～15：30 芸術学科古典芸能鑑賞講座 鑑賞 14 25
12月17日（金） 13：30～15：30 教育学科人権教育講座 講義 14 26
1月7日（金） 13：30～15：30 教育学科教養講座 講義 16 26
1月14日（金） 13：30～15：30 教育学科教養講座 発表 15 26
1月21日（金） 13：30～15：30 教育学科教養講座 発表 15 26
３０回 ６０時間 433 811

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望 次年度も社会情勢に注意しながら実施していきたい。

庄和地区　１　

地域住民に多種多様な内容の学習をする機会を提供し、地域に貢献できる人材育成を図ると
ともに、交友範囲を広げてもらい、より有意義な生活を送ってもらうことを目指す。

庄和地区市民大学運営委員会
庄和地区市民大学学友会

特　　色
位置づけ

庄和地区市民大学 対 象 一般

重点事業
地域で活動できる人材
づくり

令和３年度は新型コロナウイルスの影響が大きく、例年とは違った講座や運営方法を実
施したが、学生からのアンケート結果より好評の講座が多かった。

市民大学運営委員会

378
学生同士が積極的にコミュニケーションできるよう、ホームルームを実施した。
県の出前講座などを活用し、低コストによる事業運営を図りながら、大学教授を講師に起用し、幅広い知
識の習得を目指すカリキュラムとした。
新型コロナウイルス禍でも実施できるよう、検温や消毒、パーテーション設置等の感染対策に配慮した。

庄和市民センター正風館
会議室・講義室　ほか

教　　材
資 料 等

講師持参等

ＰＲ方法

ホームページ・入学説明会5月14日～
　　　1月21日

講座（原則毎週金曜日）

計

参加者

合計

ふれあい大学へ出向いてＰＲ
ポスター・募集要項・チラシ

受付方法

実施まで
の 経 過

月日（曜） 時 間
内 容

そば工房IWAI　岩井　孝夫

方法 男

公民館だより2・4月号・広報かすかべ2月号

学費を添えて正風館窓口へ申込み

健康管理士上級指導員　城川　敬三

講師・助言者の職名
氏　　　名

市民大学運営委員会

東洋大学　吉﨑　貴大

日展事務局

文教大学学園理事長　野島 正也

春日部市総合政策部シティセールス広報課

市民大学運営委員会

春日部市市長公室防災対策課

文教大学人間科学部　青山　鉄兵

文教大学人間科学部　青山　鉄兵

春日部市社会教育部文化財保護課

産業総合研究所

NPO法人庄和ふる里を守る会

埼玉県立大学　久保田　章仁

市民大学運営委員会

漢字教育士　内山　正勝

新日本フィルハーモニー交響楽団

文教大学人間科学部　青山　鉄兵

市民大学運営委員会
市民大学運営委員会　OB

市民大学運営委員会

日本芸術文化振興会
春日部市社会教育部社会教育課

文教大学学園理事長　野島 正也

宇都宮共和大学シティライフ学部　陣内雄次

筑波大学生命環境系　辻村　真貴

春日部市総合政策部政策課

春日部スポーツ推進員　今井　進
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事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11・17

会 場

３月１６日 第1回実行委員会

４月１日～２３日 参加団体募集

５月８日 代表者会議

５月２８日 第2回実行委員会

６月１３日 第1回参加団体説明会
６月２５日 第3回実行委員会
７月９日 第4回実行委員会
７月18日 第2回参加団体説明会
8月21日 臨時実行委員会・中止決定

11月12日 第5回実行委員会

女

回 数 総時間数 計

９月４日（土） 9：00～15：30 公民館まつり展示 1日目 展示
９月５日（日） 9：00～15：30 公民館まつり展示 2日目 展示
９月１１日（土） 11：15～14：45 公民館まつり舞台 1日目 発表
９月１２日（日） 9：50～15：05 公民館まつり舞台 2日目 発表

０回 ０時間 0 0

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

・実行委員会を中心とした参加団体による自主運営
・参加団体募集では正風館、庄和南公民館、南桜井駅、庄和総合支所にポスターを掲
示するほか、昨年度参加団体に積極的に声掛けをし、参加団体を募集した。
・部門ごとの開催日を分けたり、ロビーを使用して広く受付を設けたりと新型コロナウイ
ルスの感染対策に特に注意して計画した。また、参加団体にも協力員を依頼した。

公民館まつりは新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、実施日直前での中止となって
しまった。

コロナ禍でも開催できるような内容で検討をしていきたい。

内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

庄和地区　２

日頃、活動している団体・個人が、その活動の成果を広く地域の方々に鑑賞してもらい
生涯学習の推進と交流を図り、活動成果の発表の機会、サークルと地域の方との交流
の機会、活動に新しく参加する人を期待する機会を来場された市民の方々に理解して
いただくことで、公民館活動の一層の発展を期す。

庄和地区公民館まつり実行委員会
庄和地区市民大学学友会

特　　色
位置づけ

庄和市民センター正風館　全館
教　　材
資料等

まつりプログラム
参加サークルの作品

２０２１庄和地区公民館まつり 対 象 一般

重点事業

実施まで
の 経 過

月日（曜） 時 間

0

ＰＲ方法

ポスター・チラシ
公民館ブログ
公民館だより（４、８月号）

受付方法

４月１日～４月２３日までに庄和地
区公民館（正風館）窓口に参加料
2,000円を添えて申込み。

中止



事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11・17

会 場

1月9日 作品展示1日目

1月10日 作品展示2日目

1月11日 作品展示3日目

1月12日 作品展示4日目

女

回 数 総時間数 計

1月9日（日） 10：00～15：00 14 18
1月10日（月） 10：00～15：00 30 35
1月11日（火） 10：00～15：00 45 45
1月12日（水） 10：00～15：00 22 26

４回 ２０時間 111 124

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

作品展示 展示

東日本大震災10年・ほっこり虹の会

ファミリーキルト

手織りサークル明日香

秋津書道春日部東支苑

4
5
0
4

次年度の公民館まつり開催時の参考としたい。

13

・感染対策で距離を広くとれるように1階ロビーを会場とした。
・市内公共施設、南桜井駅へポスター掲示、チラシ配布。安心安全メール、公民館だよ
りによる周知を行った。
・春日部市公民館ガイドラインに則った運営を実施した。
・参加団体の方にも協力員を出してもらった。

公民館利用者にPRしたため、多くの方に鑑賞していただいた。参加団体としても良い
発表の機会となったようだ。

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

ポスター・チラシ
公民館ブログ
公民館だより（１２月号）

受付方法

１０月２６日～１１月9日までに正風
館担当者から参加団体へ参加意向
確認。
観覧者は当日受付。

庄和地区　３　

公民館成果発表会「作品展示」 対 象 一般

中止となった公民館まつりの参加予定団体・個人へ活動成果発表の場として、作品展
示及びステージ映像発表を行い、地域の方に鑑賞してもらい生涯学習の推進を図る。

特　　色
位置づけ

多様な学習機会の
提供（文化・芸術）

10月26日
　　　～11月9日 参加団体募集

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

庄和市民センター正風館　1階ロビー
教　　材
資料等

参加サークルの作品



事 業 名
テ ー マ

定員 各日230名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11・17

会 場

12月4日

12月21日

12月23日

12月25日

1月9日 延期決定

2月10日

2月11日

3月19日 ステージ映像発表1日目

3月20日 ステージ映像発表2日目

女

回 数 総時間数 計

２回 ２時間20分 29 39

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

庄和南導引養生功・
CHIBIX・The Spirit of
Love Singers

3月19日（土）

3月20日（日）

14：00～15：10

14：00～15：10

ステージ映像発表

特　　色
位置づけ

多様な学習機会の
提供（文化・芸術）

撮影日

撮影日

庄和市民センター正風館　大ホール
教　　材
資料等

参加団体の発表映像

庄和地区　４

公民館成果発表会「ステージ映像発表」 対 象 一般

中止となった公民館まつりの参加予定団体・個人へ活動成果発表の場として、作品展
示及びステージ映像発表を行い、地域の方に鑑賞してもらい生涯学習の推進を図る。

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

ポスター・チラシ
公民館ブログ
公民館だより（１２・２月号）

受付方法

１０月２６日～１１月9日までに正風
館担当者から参加団体へ参加意向
確認。
観覧希望者には整理券を配布。

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
男

合計
計

コロナ禍での事業実施の参考としたい。

10月26日
　　　～11月9日 参加団体募集

10

・発表者と観客が対面しないように、発表の様子を録画し放映した。
・観客が密にならないように、2日間に分けて実施した。
・事前に来場人数を把握するため、整理券制とした。
・市内公共施設、南桜井駅へポスター掲示、チラシ配布による周知を行った。
・春日部市公民館ガイドラインに則った実施をした。

参加団体からは、「こういう形でもステージで発表出来たことが良かった」とお話をいた
だき、参加者からは、「最近はコロナでこうした機会に参加できなかったけど、久々に観
られて嬉しい」や「発表が良かったから、今度はロビーで流してほしい」などの感想をい
ただいた。

鑑賞

講師・助言者の職名
氏　　　名

5

5

11

18

16

23

紫藤太鼓・mada
TAMAGO・
庄和ソーラン輝



事 業 名
テ ー マ

定員 種目ごと

ね ら い

協力機関
及び団体

重点事業
SDGs
の目
標No

3・17

会 場

女

回 数 総時間数 計

10月10日（日） 8：30～15：10 体育祭当日 競技

10月17日（日） 8：30～15：10 体育祭予備日 競技

０回 ０時間 0 0

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

庄和地区体育祭実行委員会は庄和地区自治会連合会・庄和地区スポーツ推進委員・
幼稚園・庄和地区小中学校長会・スポーツ団体の代表を実行委員として構成し運営す
る。また区対抗種目抽選会・競技説明会や競技役員全体説明会などを行い、体育祭で
の役割分担を説明し、地域コミュニティの推進を図り、円滑な体育祭開催の準備・運営
に努める。

新型コロナウイルス感染症に対する、市民の安心安全面を最優先に考えやむを得ず、
市の実行委員会で中止決定。

新型コロナウイルスの流行により、早々に中止となってしまった。
次年度の開催に向けて準備を進めていきたい。

0

中止

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

庄和総合公園多目的広場
教　　材
資 料 等

実施まで
の 経 過

5月29日(土） 中止決定

ＰＲ方法

受付方法

春日部市・庄和地区自治会連合会
春日部市コミュニティ推進協議会
庄和地区体育祭実行委員会

特　　色
位置づけ

庄和地区　５
令和３年度春日部市民体育祭
庄和地区体育祭

対 象 地区住民

地域住民の交流・親睦を深めるとともに、体力向上による健康増進を図る。



事 業 名
テ ー マ

定員 250人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11・17

会 場

女

回 数 総時間数 計

10月31日（日） 13：00～16：00 新型コロナウィルス感染 発表会

拡大防止のため中止

0回 ０時間 0 0

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

出演団体募集にあたり、音楽団体へ聞き取りを行ったところ、「新型コロナウィルスの感
染拡大や緊急事態宣言の影響により、活動を自粛しているので、音楽祭までに発表曲
を仕上げることが難しい。」「発表者、観覧者ともに高齢者が多く、もし感染した場合、重
症化リスクが高いので実施を控えるべきだ。」などの意見があり、中止を決定した。

新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から中止としたが、来年度も引き続き実施にむ
けて計画していく。

0

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

庄和市民センター正風館
１階　大ホール

教　　材
資 料 等

実施まで
の 経 過

4月
5月
5月31日

事業計画作成
募集要項作成
新型コロナウィルス感染
拡大防止のため中止決
定

ＰＲ方法

受付方法

特　　色
位置づけ

庄和地区　６

第３６回　正風館音楽祭 対 象 一般

日頃の活動の成果を発表し、文化・芸術の向上を目指すとともに、参加団体相互の情
報交換及び交流を図り、公民館活動の一層の発展を期す。

重点事業



事 業 名
テ ー マ

定員 なし

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

3・4・17

会 場

女

回 数 総時間数 計
4月12日（月） 10：00～15：00

4月26日（月） 10：00～15：00

5月10日（月） 10：00～15：00

5月24日（月） 10：00～15：00

6月14日（月） 10：00～15：00

6月28日（月） 10：00～15：00

7月12日（月） 10：00～15：00

7月26日（月） 10：00～15：00

8月23日（月） 10：00～15：00

9月13日（月） 10：00～15：00

9月27日（月） 10：00～15：00

10月25日（月） 10：00～15：00

11月8日（月） 10：00～15：00

11月22日（月） 10：00～15：00

12月13日（月） 10：00～15：00

1月24日（月） 10：00～15：00

2月14日（月） 10：00～15：00

2月28日（月） 10：00～15：00

3月14日（月） 10：00～15：00

3月28日（月） 10：00～15：00

０回 ０時間 0 0

企画運営上
の　 工 夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

0

新型コロナウイルスの影響により中止となった。

次年度は新型コロナウイルスの感染状況に注視しつつ、できる内容から実施をしてい
きたい。

・井戸端サロンふれあい隊に運営の協力を仰ぐ。
・高齢者が興味関心のある題材を取り上げる。

中止

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名
氏　　　名男

合計
計

庄和市民センター正風館
２階　多目的室　他

教　　材
資 料 等

講師持参

実施まで
の 経 過

4月上旬打合せ
講師依頼
隔月公民館だよりに掲載

ＰＲ方法
公民館だより掲載
ポスター掲示及びチラシ配布

受付方法当日または事前受付

井戸端サロンふれあい隊
特　　色
位置づけ

庄和地区　７

井戸端サロン 対 象
庄和地区にお住ま
いのおおむね５０
歳以上の方

定期的に開催し、高齢者の居場所づくり、仲間づくりを進める。

高齢者コミュニ
ティカフェ事業



事 業 名
テ ー マ

定員 内容ごと

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・17

会 場

女

回 数 総時間数 計

5月20日（木） 10：00～11：30 お楽しみ会 実技 16 19

7月15日（木） 10：00～11：30 乳幼児救急救命講座 実技 14 15

9月16日（木） 10：00～11：30 親子で楽しむベビママヨガ 実技 24 28

11月18日（木） 10：00～11：30 ちょっぴり早いクリスマス 実技 22 33

1月20日（木） 10：00～11：30
癒しのわらべうたベビーマッサージ 実技 19 22

3月17日（木） 10：00～11：30 親子でいちご狩りへ出かけよう！ 実技 24 33

６回 ９時間 119 150

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

31

庄和図書館スタッフ

萩原　幸子

ホルティ貝塚

3

9

4 鈴木　さくら

11 栗岡　一矛・西村　範子・

栗岡　一矛・西村　範子・

庄和図書館スタッフ

春日部市消防本部職員

3

1

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師･助言者の職名

氏　　　名
男

合計
計

庄和市民センター正風館　2階　和室、
3階　講義室

教　　材
資 料 等

講師持参　他

実施まで
の 経 過

随時　春日部地区更生保護女性会庄

和地区と打合せ
随時　 講師と打ち合わせ
隔月　 公民館だよりに掲載

ＰＲ方法
庄和地区公民館だより掲載
安心安全情報メール配信
チラシ配布

受付方法 電話または直接窓口で事前申込み

春日部地区更生保護女性会庄和地区
特　　色
位置づけ

庄和地区　８

子育てサロン「親子のひろば」 対 象
０～５歳児と
その保護者

すべての保護者が、安心して子育てや家庭教育を行えるよう学習機会や相談の場を提
供する。

家庭教育の充実

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、子育て中の方が気軽に交流出来る機会は
減少している。今後も感染防止対策を徹底しながら、親子の交流と情報交換が出来る
機会を提供していきたい。体を動かすものや親子で楽しめる内容が参加者に好評であ
るため、楽しみながら育児に役立つ知識や情報が得られる内容を企画していきたい。

・継続的参加を期待して隔月に開催し、全6回行う。
・更生保護女性会に講座の企画運営、託児、広報の協力をお願いする。（令和3年度
　は、感染症対策のため託児実施せず）
・県または他課との連携を図り、専門的な相談にも対応できる講師を招く。
・地区内で活動している幼児教育に見識のある講師を招く。
・参加型の内容とし参加者相互の交流を図る。

・子育て中の方が気軽に交流出来る場として、継続して参加する親子が多くいた。
・親がリフレッシュする良い機会となっている。参加者からは、「乳幼児の救急救命につ
いての講座を受講したいと思っていたので、受講できてよかったです。（7月15日講
座）」、「ヨガに参加することが出来て、心も体もとてもリフレッシュ出来ました。（9月16日
講座）」、「バス移動、いちご狩りどれも特別な体験で楽しかったです。(3月17日講座)」
などの感想をいただいた。



事 業 名
テ ー マ

定員 各回15名

ね ら い

協力機関
及び団体

会 場
SDGs
の目
標No

4・10

女

回 数 総時間数 計

4月22日(木) 13：30～15：30 体験 10 15
5月13日(木) 13：30～15：30 6 14
6月17日(木) 13：30～15：30 7 13

３回 ６時間 23 42

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

特　　色
位置づけ

成人の学習機会の充実
民間企業と連携した事業

庄和地区　９

教養講座「スマートフォンを体験しよう」 対 象 一般

地域住民の声や社会情勢を鑑みて、一般成人の学習ニーズに対応したテーマを年代
に合わせて実施する。

正風館　会議室1・2・3　視聴覚室
教　　材
資料等

レジュメ

実施まで
の 経 過

2月
4月1日
4月8日～
4月22日
5月13日
6月17日

講師と打ち合わせ
公民館だより4月号掲載
各回講座受付開始
講座実施（1回目）
講座実施（2回目）
講座実施（3回目）

ＰＲ方法
公民館だより4月号
ポスター、チラシ配架

受付方
法

それぞれ4月8日（月）から窓口
または電話で受付

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計
ドコモショップ
イオンモール春日
部

5
8
6

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

基本的な操作に加えて、春日部市役所HPの新型コロナウィルスワクチン接種予約サイ
トの検索や、QRコードの読み取り、地図検索など生活に直結した使用法を体験すること
を重視して行い理解を深めることができた。参加者からは、「スマホを使えなければ世の
中に遅れるという強迫観念に襲われることがありました。」「携帯のサービスが終了する
ため、スマホの機種をどうするか考えていたので受講しました。」「覚えるまで教室があっ
てほしい。」「スマホを使ってみて楽しかった。」との感想が寄せられた。

情報化社会においては、情報通信技術（ICT)の恩恵を受けられるか否かにより生活の
質の格差が生じる可能性がある。スマートフォンは、電話機能だけでなく、インターネッ
トの入り口としても受け入れやすく、デジタルデバイド（情報格差）解消の有効なデバイ
スと言える。高齢者も臆せず挑戦してほしい。また、使用に伴う安全性に言及したデジ
タルリテラシー講習の実施も視野に入れ、これからもスマートフォンの使い方を学習する
場を設けたい。

19

・民間企業連携事業として通信事業者に協力を仰ぐ
・シニア向けスマートフォンと一般向けスマートフォンを、それぞれプロジェクターで内容
を確認しながら体験する
・講師スタッフと公民館職員が操作の補助にあたる
・新型コロナウイルス感染症対策として、マスク着用（講師、補助者はフェイスシールドも
着用）、手指消毒、検温、部屋の換気、３密の回避を徹底する

スマートフォンを安心・安全に
使用して社会参加に活用す
るための操作法を学ぶ



事 業 名
テ ー マ

定員 20名

ね ら い

協力機関
及び団体

会 場
SDGs
の目
標No

4・10

女

回 数 総時間数 計

7月31日(土) 10：00～12：00 講義 8 13

１回 ２時間 8 13

企画運営上
の　 工 夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

埼玉県消費生活支援センター消費生活講座を利用し、講師派遣を依頼する。
新型コロナウイルス対策のため、マスクの着用や検温、部屋の換気などを徹底する。
質疑応答の時間を設けて個々の疑問に対応する。

身近なこととして分かりやすい言葉で事例を挙げて講義したため、参加者は最後まで
熱心に聞いており、アンケートでは満足度92％を得た。参加者からは、「知っていると
思ったことが、実際はあまりに浅いことを思い知らされました。」「ネットの怖さ、身に染み
て感じました。孫たちにも十分気をつけるように指導していきたいと思います。」「恐れて
いるだけではなく、積極的に勉強したいと思いました。」などの感想が寄せられた。

家庭内のインターネット使用率は年々は高くなっており、コロナ禍も相まって、ネット
ショッピングなどのインターネットサービスを積極的に活用し始めているが、情報セキュリ
ティに対する知識は不十分なままと推察する。サイバー犯罪から自分自身や家族を守
るためにも、情報通信技術（ICT)について積極的に学ぶ必要があり、教養講座ではより
多くの人に学習の場を提供していきたい。

5

「これだけは知っておきたい
インターネットとの付き合い
方」
スマホやパソコンでインター
ネットを利用する際のセキュリ
ティ対策を学ぶ

埼玉県消費生活支
援センター消費生活
講座講師
ITコーディネータ
IPAセキュリティプレ
ゼンター
西郷　圭一

5

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

正風館　会議室1・2・3
教　　材
資料等

レジュメ

実施まで
の 経 過

4月

6月1日
6月8日
7月31日

消費生活講座申込
講師打合せ
公民館だより6月号掲載
受付開始
実施

ＰＲ方法
公民館だより6月号
ポスター、チラシ配架

受付方
法

6月8日（火）から窓口または電
話で受付

埼玉県消費生活支援センター
特　　色
位置づけ

成人の学習機会の充実
関係機関等との連携

庄和地区　10

教養講座「これだけは知っておきたい　イン
―タ ネットとの付き合い方」

対 象 一般

地域住民の声や社会情勢を鑑みて、一般成人の学習ニーズに対応したテーマを年代
に合わせて実施する。



事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・5・11・
16・17

会 場

女

回 数 総時間数 計

２月１３日（日） 13：00～15：30 ① みんな集まれ！お話し会 読み聞かせ

② どうなるかな？！クイズ×実験 体験

③ やってみよう！バルーン・アート 工作

④ もの作り体験 工作

⑤ 丸いシールを貼って作ろう！
　 絵皿とカップ

工作

⑥ わくわく！子ども広場 体験

⑦ 君だけのストラップ 工作

０回 ０時間 0 0

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

・賑わいを創造するため、複数の催しを行う
・文教大学人間科学部学生有志およびボランティアと企画運営する
・中央公民館主催事業の年少リーダー研修会の子ども達に1つのコーナーを企画し、運営して
もらう
・コロナ禍の中でも、実施可能な内容を精査し、密にならないように事前受付制とし、受講可能
人数を設定する。
・春日部市公民館におけるコロナウイルス感染防止ガイドラインに沿う形での実施とする。

新型コロナウイルス感染症の影響により、実施が困難であるため中止した。

来年度も協力団体との協働を意識づけられるように会議等で意思疎通を図っていきた
い。
また、新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、今年度は中止としたが、来年度も
引き続き実施に向けて計画していく。

庄和南公民館職員

0

ほっこり虹の会

山本　はる美氏
生涯学習市民推進員

年少リーダー

中　　止

庄和おはなしボランティア

文教大学人間科学部学生有志

庄和チャレンジ隊

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師･助言者の職名

氏　　　名
男

合計
計

庄和市民センター正風館
教　　材
資 料 等

講師持参

実施まで
の 経 過

 ７月～10月
 ８月

10月27日
（水）
12・２月
12月 ８日（水）
 １月21日（金）

事業内容検討
公民館だよりでボランティ
ア募集
第１回調整会議
公民館だより掲載
第２回調整会議
中止決定

ＰＲ方法

・ポスター・チラシ・公民館ブログ
・公民館だより（12月号・2月号）
・安心安全メール
・市内各公共施設にポスター等を
配架

受付方法

事前受付が必要な場合は定員に
達するまで受付、それ以外は当日
受付
参加費　材料費のみ（当日徴収）

庄和おはなしボランティア
文教大学人間科学部学生有志
庄和チャレンジ隊
ほっこり虹の会
山本はる美氏
年少リーダー
生涯学習市民推進員

特　　色
位置づけ

庄和地区　11

Showa　キッズぴあ 対 象
小学生または

小学生とその保護者

学習要求に対応した多彩な学習機会を提供するため、子どもの興味関心に基づく内
容を取り上げ、青少年教育の充実を図る。

青少年健全育成
事業



事 業 名
テ ー マ

定員 15人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11・17

会 場

女

回 数 総時間数 計
5月26日（水） 9：30～11：30 制作 15 15

１回 ２時間 15 15

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

羊毛フェルトでくまのマス
コットを作る

「前から教えてほしいと思っていた羊毛フェルトを体験出来て良かった。」「思っていたよ
り難しかったが、楽しかった。」「次回もこのような手芸講座を希望する。」などの声が聞
かれた。コロナ対策について、参加者、講師ともに協力し、感染対策の徹底を図ること
ができた。

以前から人気の高い手芸講座だが、興味関心が高い内容で、なお且つ時間内に仕上
がる題材を見つけ出すのは難しい。今後も生涯学習市民推進員と連携して、有益な講
座を実施していきたい。また、男性向け講座の実施も検討したい。

・生涯学習市民推進員と共に企画運営を行なった
・要望の多い手芸を取り上げ、庄和地区内の講師を依頼した
・公民館だより、ポスター・チラシで広報した
・新型コロナウィルス感染症対策として、検温、手指消毒、マスク着用（講師は、フェイス
マスクも着用）、換気などを徹底し、参加者間の距離を十分にとって実施した

0

庄和市民センター正風館
多目的室1・2

教　　材
資料等

レジュメ

男
講師・助言者の職

名
氏　　　名計

実施まで
の 経 過

3月下旬

4月1日

5月26日

生涯学習市民推進員と
打ち合わせ
講師依頼
公民館だより4月号掲載
ポスター・チラシ配架
実施

ＰＲ方法
公民館だより4月号
ポスター・チラシ配架など

受付方法
4/10～電話または窓口で受付け
参加費300円は当日徴収

生涯学習市民推進員
特　　色
位置づけ

庄和地区　12

しょうわ塾「羊毛フェルトでくまのマスコッ
トを作ろう！」

対 象 一般

生涯学習市民推進員との共催で実施する。地域における生涯学習の推進を図るため
に、地域住民に多様な学習機会を提供するとともに新たなる事業内容や学習方法など
を開発する。

成人の学習機会
の充実

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

合計

0 山本はる美



事 業 名
テ ー マ

定員 15人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・17

会 場

女

回 数 総時間数 計

１回 ２時間30分 3 6

企画運営上
の　 工 夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

江戸川小中学校
特　　色
位置づけ

男

学社連携事業

受付方法直接または電話で正風館にて受付

6 サクセスPC
梅川　勇　他２名

学校との打合せ
講師との打合せ
会場下見、システム確認
10月号公民館だより等掲載
参加者募集

会場での最終確認
実施

10月号公民館だより掲載
ポスター掲示及びチラシ配布

学校のパソコンを使用するにあたって、講師立会いのもと、システム等の確認を行った
が、講師用と参加者用のパソコンでは、画面表示が異なるところがあり、当日混乱する
場面があったため、事前の確認は細部まで行う必要があった。
今後も、地域住民のニーズに寄り添った講座を企画し、会場となる施設や関係機関と
の調整を図っていきたい。

・公民館事業のアンケートでパソコンを学びたいとの意見があり、設備が整っている学
校を会場として一人1台ずつパソコンを用意して実施する。
・パソコンに不慣れな方でも楽しみながら基本操作を学べるよう、年賀状の作成を内容
とする。
・正風館でパソコン学習をしているサークル（サクセスPC）の講師に講師をお願いし、円
滑に講座が進められるよう、サクセスPC会員、文教大学実習生など複数のスタッフで受
講生をサポートできる体制とする。
・1度の講座では十分な基礎知識の習得が難しいため、講座後も継続して学習活動が
出来るよう、希望者には講師が所属するサークル活動を案内する。
・庄和地区内の公共施設、駅にポスターの掲示、チラシの配架を行う。

参加者からのアンケートでは、「苦労しましたが、親切に教えていただいたので、楽しく
できました。」との感想があった。

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

合計
計

講師・助言者の職名
氏　　　名

3

3

「年賀状作りでパソコンの
基本を学ぼう！」

・Wordで文面作成
・完成品の印刷

3

庄和地区　13

学校開放講座 対 象
パソコン
初心者

庄和北部地域での公民館活動の場として、場所の提供を受け、地域住民との交流等を
図る。
住民が実生活や地域活動でパソコンを活用できるように、地域のサークル、学校と連携
して学習支援する。

11月10日（水） 9：30～12：00 実技

江戸川小中学校
３階　コンピューター室

教　　材
資 料 等

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

7月15日
7月22日
8月25日
10月1日
10月7日～
11月7日
11月8日
11月10日

講師持参



事 業 名
テ ー マ

定員 96名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・10

会 場

５月 上映内容検討、
フィルム予約

６月１日（火） 公民館だより６月号掲載
（上映予告）

８月１日（日） 公民館だより８月号掲載

８月２４日（火） フィルム・機材借用

８月２６日（木） フィルム・機材返却

女

回 数 総時間数 計

8月25日(水) 10：00～11：45 どんぐり森へ 鑑賞 3 3

（換気休憩を含む） ネコの事務所

ミッキーマウスのたのしいゆめ

悟空の交通安全

野口英世

　世界のヒーロー偉人物語

１回 １時間45分 3 3

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

春日部市視聴覚センター

　学校の長期休暇を利用し子供向けの映画（低学年向き、高学年向きを取り合わせて）
を上映する。
　本来であれば当日受付でもよいものだが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため
事前に整理券を配布し、参加者の人数、連絡先等を把握する。また、感染状況によっ
ては中止となる場合もあるので過大の広報（県等などに広報した場合、急な変更時に
連絡や告知等の対応できないため）は避ける。
　当日は、空き状況により会場にて追加受付を行う。
　当日の場内は一方通行とし、出入口に消毒液を設置しマスク着用を必須とする。
　座席は前後の列は使用不可とし、左右については一席づつ空け間隔が保てるよう設
置する。

参加者のお子さんからは、全体的に楽しめたが、内容によっては難しかったとの感想を
いただき、保護者の方からは、また子供向けの事業を実施してほしいと希望があった。

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、事業当日が緊急事態宣言発令中の期間となっ
てしまったこともあり、来場者が少なかった。

0

0

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名

氏　　　名
男

合計
計

庄和地区公民館 （正風館）　大ホール
教　　材
資 料 等

１６ｍｍ映画フィルム

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法 公民館だより６月号、８月号

受付方法
８月１０日（火）から窓口で入場券配
付

特　　色
位置づけ

庄和地区　14

夏休み子ども映画会 対 象 幼児・小学生

庄和北部地域での公民館活動の場として、場所の提供を受け、地域住民との交流等を
図る。
住民が実生活や地域活動でパソコンを活用できるように、地域のサークル、学校と連携
して学習支援する。



事 業 名
テ ー マ

定員 なし

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

3・4

会 場

女

回 数 総時間数 計

各サークル活動の体験 体験 18 23

１回 18 23

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

1月4日（火）
～1月31日（月）

今回は、南桜井駅にもポスターを掲示したが体験者が前年度よりも少なかった。引き
続き広報の仕方を考えて実施したい。

5

サークルからは「おかげさまで3名のうち２名の方が入会しました」や「体験者は年配の
方でしたが押し花を楽しそうにやっていた」など会員を募集するサークルの一助になっ
たようだ。体験者からも「体験できて良かった」や「サークル体験をどんどん実施してほ
しいなど」次回も開催を望む声があった。

・公民館利用サークルから「会員数が減少している」「新規会員を増やしたい」との声が
ある。一方、窓口に相談に来る市民からは「公民館にどんなサークルがあるのか知りた
い」「活動を気軽に見てみたい」との声がある。公民館がサークルへ声をかけ、見学の
場を設けることで両者の連携を図るきっかけ作りとする。
・今年度は新型コロナウイルス感染防止対策として、部屋の定員削減と来場者の把握
が必要になるため、事前に体験希望者と各参加サークルで直接連絡を取り合い、日
程調整と体験希望者の把握を行う。
・当日の運営等については、各参加サークルが行う。

合計
計

5 各参加サークル

庄和地区公民館（正風館）
庄和南公民館

教　　材
資 料 等

教材等は各サークルで準備

申込制、事前に各サークルの代
表者へ連絡

月日（曜）

実施まで
の 経 過

10月10日（日）参加案内ポスター・チラシ
の配架・窓口にて各サークルへ案内開
始・公民館だより１0月号参加募集掲載
10月10日（日）～11月10日（水）サークル
参加申込み期間
1２月1日（水）公民館だより12月号掲載
1月4日（火）～1月31日（月）サークル体験実
施

ＰＲ方法
公民館だより１0・12月号
ポスター・チラシ

受付方法

時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名
氏　　　名

男

各参加サークル
特　　色
位置づけ

庄和地区　15

サークル体験月間 対 象 一般

庄和地区公民館（ 正風館） 、庄和南公民館の各サークル団体等の活動の充実と
利用促進を図るため、会員増加につながるサークル等への体験や見学を実施す
る。

サークルとの
連携



事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

１月１９日（水） 10：00～1１：30 ・人権研修会 鑑賞 15 20

・公民館の利用について 説明

・公民館利用団体票について 説明

・公民館へのご意見・ご要望について 説明

・意見交換 意見交換

１回 １時間30分 15 20

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

特　　色
位置づ
け

市民の声を生か
す仕組みづくり

庄和地区　16

利用者のつどい 対 象 公民館利用者

公民館の役割や規則を理解して頂き、有意義で円滑な公民館の利用方法を浸透させ
る。また、利用者との意見交換が出来る場を提供し、利用者同士の交流を図る。

庄和市民センター正風館（視聴覚室）
教　　材
資 料 等

会議資料

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法
公民館だより12月号
ポスター掲示
利用団体へチラシを配布

受付方法
12月10日（金）から令和4年1月18
日（火）までに窓口または電話で受
付

12月 １日（水）
12月10日（金）～

1月18日（火）
1月19日（水）

公民館だより12月号掲載
ポスター掲示、利用者団体
へチラシ配布
参加団体募集開始
前日準備（会場設営等）
当日

公民館職員

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名

氏　　　名
男

合計
計

5

公民館職員

公民館職員

・新型コロナウイルス感染症対策のため、参加団体を事前申込制にする
・公民館利用団体へ「春日部市公民館における新型コロナウイルス感染防止ガイドライ
ンガイドライン」を資料に含めて、当日に説明した
・ポスター掲示や日々の利用団体へチラシを配布し、これから利用する方や利用団体
へ開催の広報に努める
・人権研修会と同時に開催する
今年度は参加団体が少なかったため、会場を変更して開催した。（ホールから視聴覚
室）

事前申込制にしたところ14団体からの申し込みがあった

新型コロナウイルス禍ではあったが、部屋の定員に近い参加があった。
今後も利用者と公民館側との意見交換が出来る場として提供していきたい。

公民館職員・参加者

5



事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・5・10・
16

会 場

女

回 数 総時間数 計

１月１９日（水） 10：00～10：30 人権について研修 鑑賞 15 20

１回 ３０分 15 20

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

・新型コロナウイルス感染症対策のため、参加団体を事前申込制にする
・人権啓発ＤＶＤを上映し、人権についての理解を深める
・ポスター掲示や日々の利用団体へチラシを配布し、これから利用する方や利用団体
へ開催の広報に努める
・参加者には人権啓発品を配布する
・利用者のつどいと同時に開催する
・今年度は参加団体が少なかったため、会場を変更して開催した。（ホールから視聴覚
室）

事前申込制にしたところ14団体からの申し込みがあった。

今後も人権についての正しい知識を学び、身近な問題であることを理解してもらうこと
で、さらなる啓発に努めたい。

5

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

男
合計

計

庄和市民センター正風館（視聴覚室）
教　　材
資 料 等

人権啓発ＤＶＤ「家庭からふりかえ
る人権　話せてよかった」

ＤＶＤ
「家庭からふりかえる人権
　話せてよかった」

特　　色
位置づけ

学習課題に対応
した事業の展開
（人権）

講師・助言者の職名
氏　　　名

5

庄和地区　17

人権研修会 対 象 公民館利用者

人権問題について学習し、正しい理解と認識を深めることを目的とする。

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法
公民館だより12月号
ポスター掲示
利用団体へチラシを配布

受付方法
12月10日（金）から令和4年1月18日
（火）までに窓口または電話で受付

12月 １日（水）
12月10日（金）～

1月18日（火）
1月19日（水）

公民館だより12月号掲載
ポスター掲示、利用者団体
へチラシ配布
参加団体募集開始
前日準備（会場設営等）
当日



事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11・17

会 場

6月16日 打合せ

7月23日 中止の決定

10月1日 中止の周知

女

回 数 総時間数 計

10月30日（土） 10：15～16：30 開会式
舞台発表 鑑賞
作品の展示・実技コーナー ・
チャリティーバザー 観覧

10月31日（日） 10：15～16：00 舞台発表 ・
作品の展示・実技コーナー 体験
チャリティーバザー
閉会式

０回 ０時間 0 0

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

・春日部市文化連合会庄和との共催で行う。
・お楽しみコーナーとして、チャリティーバザー、実技コーナー、お楽しみ抽選会を行
う。

新型コロナウイルス感染防止の観点から、多くの方の来場が見込まれる文化祭におい
て、十分な感染予防対策を講じながら開催することは困難であるため中止とした。

来年度へ向けて、地域の方に安心安全に楽しんで頂けるような企画・運営を検討して
いきたい。

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

合計
講師・助言者の職名
氏　　　名

男

計

春日部市文化連合会

中止

春日部市文化連合会庄和
特　　色
位置づけ

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法
公民館だより10月号にて中止の周
知

受付
方法

庄和市民センター正風館　全館
教　　材
資料等

プログラム
参加サークルの作品

庄和地区　18

春日部市文化連合会庄和　文化祭 対 象 一般

庄和地区で活動している春日部市文化連合会庄和会員の日頃の活動の成果を発表
し、文化・芸術の向上を目指すとともに、参加団体相互の情報交換及び交流を図る。

0

庄和



事 業 名
テ ー マ

定員 ２０名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

3・4

会 場

女

回 数 総時間数 計

11月17日（水） 13：30～15：30 講義・実習 16 19

１回 ２時間 16 19

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

3

・コロナ禍における自粛生活が、心身機能の低下につながることに着目し、専門的観点から
予防を呼びかける
・埼玉県立大学との包括的連携協定に基づき、講師の派遣を依頼する
・講義だけでなく、軽く体を動かす運動を行う
・新型コロナウィルス感染症対策を十分に講じて行う

ただ聞いているだけではなく、体を動かすメニューを取り入れたこともあり、参加者からも好
評で「これからもやって欲しい」「介護にも関係ある」「これからの生活に役立ちそう」などの意
見が寄せられた。

来年度も、健康維持に役立つ知識や方法を習得する体験ができるような健康講座を行って
いきたい。

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

コロナ禍における心身
機能の低下を防ぐため
の予防法を学ぶ

3

講師･助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

埼玉県立大学
理学療法学科

准教授　久保田　章仁

正風館　講義室（１）（２）
教　　材
資 料 等

レジュメ

実施まで
の 経 過

8月
9月下旬
10月1日
10月8日

打ち合わせ、依頼
ポスター、チラシ配架
公民館だより10月号掲載
受付開始

ＰＲ方法
公民館だより10月号
ポスター、チラシ配架

受付方法
10月8日（金）から窓口または電
話で受付

埼玉県立大学
特　　色
位置づけ

庄和地区　19

健康講座「コロナに負けない健康づくり」 対 象 一般

地域住民の健康に関する学習要求に対応して、健康の維持管理に役立つ知識や方法を
習得する。

学習課題に対
応した事業



事 業 名
テ ー マ

定員 ７２点

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

４月５月 2ヶ月間 押し花 展示 6

６月 １ヶ月間 水墨画 6

７月 〃 押し花 6

８月 〃 水引工芸 6

９月 〃 思い出の写真館　公民館まつり・音楽祭 6

１０月 〃 水墨画 6

１１月 〃 パッチワーク 6

１２月 〃 絵手紙 6

１月２月 2ヶ月間 押し花 6

３月 １ヶ月間 水墨画 6

１２回 １２ヶ月 0 60

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

公民館だよりやポスター・チラシにて展示希望団体を募集する。
利用者に申込を促す呼びかけを積極的に行う。
作品名・作者名のプレートを取り付ける。
作品に照明をあてて見えやすくする。
絵画、手工芸、絵手紙など様々な種類の展示を行う。

階段で足を止めて作品を鑑賞する利用者の姿が多く見受けられた。
作品について話し合い、利用者間の交流のきっかけとなっていた。

新型コロナウイルス感染拡大により、団体活動が出来ないため、展示を辞退する団体も
あった。来年度は、公民館利用団体の学習成果発表に加え、公民館をより知っていた
だくために公民館事業の紹介等を実施する。

精墨会

0

ファミリーキルト

大凧絵手紙の会

さくら草

水引工芸さすいクラブ

庄和地区公民館

精墨会

さくら草

精墨会

アトリエフェアリー

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師･助言者の職名

氏　　　名
男

合計
計

庄和市民センター正風館
階段ギャラリー

教　　材
資 料 等

実施まで
の 経 過

R2年12月　　公民館だよりにて次年度展示
　　　　　 　　　　希望者を募集
R3年4月1日　公民館だより掲載
　　　6月1日
　　　8月1日
　 　10月1日
　 　12月1日
R4年2月1日

ＰＲ方法 庄和地区公民館だより掲載

受付方法 窓口

特　　色
位置づけ

庄和地区　20

ステップアップギャラリー 対 象 一般

階段ギャラリーを活用し、公民館利用団体の学習成果を発表する場を提供する。

学習成果の発表



事 業 名
テ ー マ

定員

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

隔月1日 発行（公民館事業の広報）

庄和地区内約13,500部配布

6回

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

事業名称などのタイトルを大きく赤字で掲載し、表記の仕方を統一して見やすいレイア
ウトとした。

事業参加者へのアンケートから、公民館だよりを見て申し込みや来館される方が多く、
地域住民の情報収集の手段となっているようである。

公民館からの情報提供だけでなく、利用者からの情報を取り上げて掲載するなど内容
を充実させていきたい。
視覚的にわかりやすく、興味を持ってもらえるような紙面としたい。

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

教　　材
資 料 等

実施まで
の 経 過

2ヶ月前～　　原稿調整
1ヶ月前～　　作成・編集
前月下旬　　 校正・印刷
隔月１日　　　発行
（偶数月）

ＰＲ方法

受付方法
掲載を希望する団体は、公民館だ
より掲載依頼書を前月1日までに提
出。

特　　色
位置づけ

庄和地区　21

公民館だより「しょうわ」発行 対 象 庄和地区内

公民館事業のＰＲや報告、地区内社会教育団体の活動ＰＲ及び地域情報を庄和地区
内の住民に提供する。

学習情報の提供



事 業 名
テ ー マ

定員 251名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

3・4・11・
17

会 場

女

回 数 総時間数 計

2月17日（木） 9：00～12：00 開会式
各クラブの発表 発表
一般参加団体の発表 鑑賞
閉会式

０回 ０時間

企画運営上
の　 工 夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

庄和地区いきいきク
ラブ連合会中止

庄和地区いきいきクラブ連合会
特　　色
位置づけ

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

庄和市民センター正風館　大ホール
教　　材
資料等

プログラム

高齢者福祉事業

庄和地区　22

庄和地区芸能大会ふれあいステージ 対 象
概ね
高齢者

芸能を通じて、会員及び一般市民の福祉の増進を図る。

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法
公民館だより10月号
ポスター掲示・チラシ配布

受付
方法

11月1日（月）までに電話にて庄和
地区いきいきクラブ連合会へ申込
み

6月
10月1日
10月1日～
　　11月1日
1月11日
2月4日

打合せ、共催承認
公民館だより10月号掲載
参加団体募集

舞台業者との打合せ
中止の決定

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

新型コロナウイルス感染症の影響により、実施が困難であるため中止した。

庄和地区いきいきクラブ連合会と連携を図りながら、引き続き、地域の方に安心安全に
楽しんで頂けるような企画・運営を検討していきたい。

高齢者の福祉増進を図るため、日頃の活動の成果を発表し、会員同士の交流と親睦
の機会とする。
一般市民にも広く参加を呼びかけ、地域住民との交流を図る。



事 業 名
テ ー マ

定員 20名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

3・4

会 場

女
回 数 総時間数 計

９月６日(月) 10：00～11：30
第１回　大人のやさしい
ヨガ＆ストレッチ

体験

２回 ３時間 34 34

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

１１月１５日(月) 10：00～11：30
第２回　大人のやさしい
ヨガ＆ストレッチ

体験
0 17

0 17

0

鈴木　さくら

JAHA協会認定インス
トラクター17

JAHA協会認定インス
トラクター

鈴木　さくら

17

① 「ゆったりできた」、「体が軽くなりリラックスできた」、「また参加したい」等のお声をいただき、リラックス効
果のある内容で、コロナの不安を少しの時間忘れゆったりできたのではないかと思う。「もう少しハードでも
よい」という物足りなさを感じた声もあった。
② 「指導者の教え方がゆっくりでよい、たくさん指導してもらった」、「体に良い」、「楽しかった」等のお声を
いただき、リラックス効果のある内容で、コロナの不安を少しの時間忘れゆったりできたのではないかと思
う。「時間が短い」という物足りなさを感じた声もあった。

① 前回の課題の対策として、講師の位置を変えたことにより、講師の移動の導線がよかった。マイクの摩擦音などが
入らないようにマスクにピンマイクを固定したが、途中で外れてしまい後半聞こえ辛かったようで音響設備が課題と
なった。おおむね参加者の満足を得られたので次年度も「ヨガ＆ストレッチ」は続けていきたい。
② 前回の課題の対策として、マスクにピンマイクをしっかり固定したが、顔に近すぎたのか講師の声が聞き取りにくい
という声があった。立ち位置などを工夫して講師の声がまんべんなく聞こえるように工夫することが課題となった。アン
ケートの結果、おおむね参加者の満足を得られたので次年度も「ヨガ＆ストレッチ」は続けていきたい。

地元の講師に依頼し、日ごろ利用している年齢層の方が興味を持てるような企画にした。参加
者同士の社会的距離を保つため、あらかじめ、ヨガマットを敷く位置を2ｍ以上離れるよう床に
目印を付けた。また、それにより講師の移動がスムーズになるよう工夫した。講師には舞台上で
指導していただくことにより、どの位置からでも講師の動きが見えるようにした。

月日（曜） 時間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

　庄和南公民館　多目的ホール
教　　材
資 料 等

実施まで
の 経 過

① 4月下旬
　 5月中旬
   ８月上旬

　 ８月１0日
　 ８月３１日

　 ９月　6日

② 4月下旬
   5月中旬
   9月下旬

  10月12日
  11月12日

  11月15日

講師に依頼打診
日程・大まかな打ち合わせ
ポスター掲示、チラシ配布
公民館だより８月号掲載
受付開始
講師へ人数確定報告・最終
打合わせ
事業開催当日

講師に依頼打診
日程・大まかな打ち合わせ
ポスター掲示、チラシ配布
公民館だより１０月号掲載
受付開始
講師へ人数確定報告・最終
打合わせ
事業開催当日

ＰＲ方法

① 公民館だより8月号に掲載
　 館内にポスター・チラシで告知
　 公民館ブログに掲載

② 公民館だより１０月号に掲載
　 館内にポスター・チラシで告知
　 公民館ブログに掲載

受付方法
① 　８月１0日(火)より受付

② １０月１２日(火)より受付

特　　色
位置づけ

庄和地区　23

① 第1回 大人のやさしいヨガ＆ストレッチ
② 第2回 大人のやさしいヨガ＆ストレッチ 対 象 成人女性

地域住民に気軽に参加してもらい、社会的距離を確保しつつ、参加者同士のコミュニケーショ
ンを取りながら、健康の維持を目指す機会を作る。



事 業 名
テ ー マ

定員 ８名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4

会 場

女
回 数 総時間数 計

7月17日（土） ９：３０～１３：００ そば打ち教室 実習 4 8

11月13日（土） ９：３０～１３：００ そば打ち教室 実習 6 8

２回 ７時間 10 16

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

6

・新型コロナウイルスの感染拡大防止のため１テーブルは参加者２名とする。
・すべての道具を事前に消毒。
・安心安全に参加してもらえるよう少人数で実施。
・打った蕎麦は家庭で味わってもらうよう持ち帰りとした。

②・時期的に新そばを打つことが出来た。（ のみ）

今回は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、定員を少人数に絞っての開催だった
ため、多くの参加問い合わせに対応できなかったことが残念でした。しかし少人数での
開催のため、より丁寧に指導を受けられることが、参加者にとってはとても重要であり、
また、そのことを望んでいることがわかった。今後も「丁寧」な内容になるよう心掛け、事
業を継続していきたい。

船塚　實
（全麺協会員）

原　敬介
（全麺協会員）

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

月日（曜） 時間
内 容 方法

参加者

庄和南公民館　調理室
教　　材
資 料 等

レシピ

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

① ポスター・チラシ
　公民館ブログ
　安心安全メール、ツイッター発信
　公民館だより６月号掲載
② ポスター・チラシ
安心安全メール、ツイッター発信
公民館だより10月号掲載

受付方法

① ６/８（火）より電話または直接庄和南
公民館へ申込み（先着順）
材料費は１，０００円（当日徴収）
② 10/８（金）より直接または電話で庄
和南公民館へ申込み（先着順）
材料費は１，０００円（当日徴収）

① ３月
　 ６月  １日
　 ６月  ８日
　 ７月１６日
　 ７月１７日

② ９月
　10月  １日
　10月  ８日
　11月  ５日
  11月１３日

講師と打ち合わせ
公民館だより6月号掲載
申し込み開始
打ち合わせ・最終確認
開催（1回目）

講師と打ち合わせ
公民館だより10月号掲載
申し込み開始
打ち合わせ・最終確認
開催（2回目）

特　　色
位置づけ

庄和地区　24

庄和南教養講座
「初めての手打ちそば」

対 象 成人一般

そば打ちの技術を習得するとともに、余暇活動への関心を深めることや参加者同士が
コミュニケーションを図ることなどで、日常に新たな時間を取り入れる機会を提供する。

「講師が親切・丁寧で分かりやすかった」「楽しく学ぶことが出来た」
「家で打ってみたいと思った」「練習を重ねて上手になりたい」等、参加者からは満足し
た声が上がった。ひとりひとりが順番にそば打ちを体験し、講師からのアドバイスを適宜
もらう形式だったので、内容としてはとても良かったと思う。

2 小谷中　三男

小谷中　三男

船塚　實
（全麺協地方指導員）

4



事 業 名
テ ー マ

定員 １０名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・12

会 場

女

回 数 総時間数 計

9月14日（火） 10：00～12：00 色とりどりにカラーリング 実習 8 10

した繭を使い、季節の花

を造花でアレンジする

１回 ２時間 8 10

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

スペース悠悠（ミニ工房）
特　　色
位置づけ

庄和地区　25

庄和南教養講座「繭クラフト教室」 対 象 成人一般

手作りの楽しさを学び、趣味の幅を広げるきっかけを提供する。参加者同士のコミュニ
ケーションをとり日常に豊かな時間を作ることを目的とする。

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

ポスター・チラシ
公民館ブログ
安心安全メール、ツイッター発信
公民館だより８月号掲載

受付方法
8/11（水）より電話または直接庄和南
公民館へ申込み（先着順）
材料費は１，０００円（当日徴収）

４月
８月　１日
８月１１日
９月　９日
９月１４日

日程・内容打ち合わせ
公民館だより８月号掲載
申し込み開始
打ち合わせ・最終確認
開催

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

庄和南公民館　学習室1・2
教　　材
資 料 等

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

定員を少人数に絞っての開催だったが、そのことが結果的に参加者にとって、より細かく
丁寧に指導を受けられることにつながり、ひとりひとり、満足のいく作品を作ることが出来
た。今後も、地域住民のニーズに寄り添った企画を検討していきたい。

2

2 村田　住子

・新型コロナウイルス感染拡大防止対策として定員を少なくし、各テーブル1名配置した
・繭という素材は、中々身近に扱うことがないのでこの教室を開催するにあたって、事前
に公民館ロビーに繭クラフト作品を展示し、広く市民に関心を持ってもらう機会を提供し
た。

・繭で作れるなんて感動した
・繭は工夫次第で、生活を豊かにすることに活用できるということを知った
・講師が優しく指導してくださり、ありがたかった
・楽しい時間を過ごした



事 業 名
テ ー マ

定員 35名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

3・4

会 場

8月下旬

9月8日
9月上旬

11月上旬～
12月1日

参加団体に協力交渉、依
頼
打合せ
事業計画書、講師依頼書、
作成、起案
ポスター・チラシ作成
公民館だより１２月号掲載

12月６日

12月７日～
12月22日
12月26日

安心安全メール・ツイッター
配信依頼
申込受付
リハーサル
事業開催当日

女

回 数 総時間数 計

１回 １時間15分 26 34

企画運営上
の　 工 　夫

 成  　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

募集定員は25名であったが、ガイドラインの改正があり、部屋の定員が増えたことから、
感染予防対策が図れることを確認し、講師の了解も得られたので10名増員した35名で
開催した。「表演がよかった」「日常で体験できない経験だった」「講師の説明が分かり
やすかった」「生活に取り入れたい」「氣、自分の体を知る大切さを感じた」「再度開催希
望」などの感想が寄せられ、健康に対する関心の高さが伺える。

引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止対策をして事業を実施していきたい。

庄和南公民館で活動している、導引養生功のサークルの方々にもご協力いただき、講
義の前半に表演（導引養生功を演じる）していただくことにより、養生功を深く知る機会
を作る。後半では、講師による実習を行う。

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

埼玉導引養生功協会
会長　神田廣美氏

8

12月26日（日） 34

庄和南公民館　多目的ホール
教　　材
資 料 等

レジュメ

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

公民館だより12月号掲載
安心安全メール・ツイッター、公民
館ブログで告知
館内にポスター掲示

受付方法
12月7日(火)より庄和南公民館直
接、または電話にて受付

庄和南導引養生功サークル
特　　色
位置づけ

庄和地区　26

庄和南教養講座
氣(エネルギー)を蓄えて元気に過ごそう

対 象 一般

地域住民の健康に関する学習要求に対して、健康の維持管理に役立つ知識や方法を
習得する機会をつくる。

10:30～11:45 導引養生功講座
講義
実習

8 26


